
TOKYO女子けんこう部

受けよう！ 女性のがん検診

このマークは、目の
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子宮頸がんや乳がんは、中高年だけでなく、若い世代も注意が必要です。
がんは予防でリスクを減らすことができますが、完全に防ぐことはできません。
そのため、定期的な検診で、早期発見・治療につなげることが重要です。

対象年齢になったら「がん検診」を受診しましょう。対象年齢になったら「がん検診」を受診しましょう。

受診の先延ばし等をすると、がんの発見が遅れてしまいます。受診の先延ばし等をすると、がんの発見が遅れてしまいます。

子宮頸がん・乳がん検診についての詳細を知りたい方は ➡子宮頸がん・乳がん検診についての詳細を知りたい方は ➡

東京都がん検診啓発キャラクター
「モシカモくん」

子宮頸がんは20歳代後半から、乳がんは30歳代後半
から増加します。そのため、子宮頸がん検診は20歳から
２年に１回、乳がん検診は40歳から２年に１回、受
診することが大切です。
出典：国立がん研究センターがん情報サービス「がん統計」（全国がん登録）
　　　全国がん罹患データ（2023年）より作成

若い世代も注意が必要です！

その考え、要注意です！

いつでも医療機関を
受診できるから、

がん検診は受けません。

めんどくさいから
受診しなくて
いいよね？

健康診断や人間ドックの
項目にないから

受診しなくてもいいよね？

検診は以下の場所で
受診できます。
■お住まいの市町村
市町村では子宮頸がんと乳がんを含め
た、５つのがん検診を実施しています。
詳細はお住まいの市町村にお問い合わ
せください。
■お勤め先
詳細は各職場のご担当者にご確認くだ
さい。お勤め先で実施していない場合
は、お住まいの市町村で受診できます。
■人間ドック等（任意）
自分で検診機関を選びたい場合は、人
間ドック等をご利用ください。費用は
基本的に全額自己負担となります。
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がんは、症状が出るころには
かなり進行してしまっている
ことが多いため、症状が出る
前に検診を受診し、見つける
ことが大切です。

健康診断や人間ドックにがん
検診がない場合は、別に受診
しましょう。必要な検診が含
まれているか、案内の確認が
大切です。

がんは、初期には自覚症状が
ないことも多く、受診を先延
ばしにすると発見が遅れる可
能性があります。
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